
同窓会会員各位

創立140 周年記念事業協賛募金趣意書

平成31年３月１日

山梨県立甲府中学校・甲府第一高等学校

創立140 周年記念事業協賛会会長

同　窓　会　会　長

金丸

宮島

信吾

雅展

会員の皆様には、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。

平素より母校の発展のため、また同窓会活動に多大なご理解・ご支援を賜り厚くお礼申し上げます。

さて、母校は明治13 年（1880 年）に県下初の中学校として創設され、明年の2020 年10 月に創立140 周

年を迎えます。

この140 年間に３万余名の卒業生を世に輩出し、会員各位が各会・各方面で活躍されておりますことは、

誠に同慶の至りであります。

この大きな節目にあたり、同窓会は母校・ＰＴＡと相携えて記念事業を実施し母校を支援する所存でござい

ます。

昨年５月の同窓会 理事会・総会の同意を得て、母校、ＰＴＡ、同窓会との三者で「創立140 周年記念事業協

賛会」を組織いたしました。

数回の協議を経て、母校の教育の発展と充実に資する事業を実施するにあたり、広く同窓会会員の一人ひ

とりから、1［:j五千円以上の協賛金を募ることに決定いたしました。

会員のご厚志に報いるために、募金は有効適切にかつ透明に活用させていただく所存でございます。

きわめて厳しい経済情勢の中で、募金にご協力いただきますことは誠に心苦しく恐縮ですが、母校、同窓

会の栄えある未来にご深慮いただき、会員皆様のご理解とお力添えを心からお願い申し上げます。

山梨県立甲府第一高等学校

校長　　　堀井　昭

同窓会の皆様には、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。

平素より母校の教育活動に多大なご支援とご協力を賜り心より感謝申し上げます。

さてこの度、本校創立140 周年に向けて同窓会・ＰＴＡの皆様のご協力を得て記念事業協賛募金をお願いす

ることになりました。経済状況の厳しい時節ではありますが、ご協力を宜しくお願い申し上げます。

新たな高校改革の中で、本校は県内随一の伝統校として質実剛健の校風を引き継ぎつつ、時代にふさわし

い魅力ある学校として前進を続けて参りたいと思います。

今後とも、同窓会の皆様方の温かいご支援をお願い申し上げます。



創立140 周年記念事業協賛会役員

〔協賛 会顧問 ・参 与〕

顧 問

井上　雅雄（元同窓会会長 昭27）

飯田　祥雄（元同窓会会長 昭30）

望月　操三（元同窓会会長 昭33）

望月　政男（元同窓会会長 昭34）

大西　　勉（同窓会顧問 昭34）

恩田　　宗（元東京同窓会会長 昭27）

井上　幸彦（前東京同窓会会長 昭31）

志村　昌也（東京同窓会顧問 昭35）

飯田冨美子（元東京同窓会一紅会会長 昭33）

谷口百合子（東京同窓会顧問 昭36）

参与

長渾　利久（経営者協会顧問 昭32）

小野堅太郎（元中銀頭取 昭34）

丸茂　紀彦（経営者協会会長 昭34）

金丸　康信（甲府商工会議所会頭 昭36）

芦渾　敏久（元中銀頭取・県法人会会長 昭36）

武田　信彦（甲府商工会議所副会頭 昭38）

中村　和男（首都圏甲府会会長 昭40）

丹潭　良治（甲府商工会議所副会頭 昭41）

清水　一彦（山梨県立大学長 昭45）

篠原　尚之（前国際通貨基金副専務理事 昭46）

守屋　正彦（山梨県立博物館館長 昭46）

中村　和彦（山梨大学教育学部長 昭53）

清水　栄一（ニュービジネス協議会副会長 昭55）

〔協賛会役 員〕

会長

金丸　信吾（前同窓会会長 昭38）

副会長

宮島　雅展（同窓会会長 昭39）

水村　　勝（ＰＴＡ会長 昭51）

清水　　昭（東京同窓会会長 昭44）

今福　悠二（母校教頭）

加藤　　忠（母校教頭）

役員

長田　達機（同窓会副会長 昭46）

末木　浩＝（同窓会副会長 昭47）

石原　三義（同窓会副会長 昭48）

中込　　裕（同窓会副会長 昭49）

秋山　宏子（同窓会副会長 昭49）

斉藤　義一（同窓会副会長 昭52）

依田　訓彦（同窓会副会長 昭56）

永井　　博（東京同窓会副会長 昭43）

峯川　文江（東京同窓会副会長 昭44）

飯島登美夫（東京同窓会副会長 昭45）

玄関　　稔（東京同窓会副会長 昭47）

清水　喜彦（東京同窓会副会長 昭49）

丸山　憲一（PTA副会長 昭57）

笠井　和人（ＰＴＡ副会長）

若月　栄治（ＰＴＡ副会長 平元）

竹内　浩二（同窓会庶務 昭49）

中渾謙一郎（同窓会会計 昭53）

露木　和雄（同窓会監事 昭45）

大久保広行（同窓会監事 昭50）

吉潭　直人（同窓会監事 昭57）

原　　　護（東京同窓会監事 昭40）

八田　政恭（東京同窓会監事 昭42）

金子　　寛（同窓会事務局長 昭43）

山本　淳仁（同窓会事務局次長 昭58）

山本　秀彦（東京同窓会事務局長 昭41）

森田　　秀（母校事務長）

土屋　浩之（母校総務広報主任 昭56）

古河　通也（母校総務広報副主任 昭51）

〔協 賛 会 役 員 〕

常 任 理 事

神宮寺　 敬（昭12 中）

塚原　 敏夫 （昭17 中）

朝田　　 裕（昭20 中）

高瀬　 睦（昭23中 昭24）

山岸　　 仁（昭25 ）

橘田　正彦（昭26 ）

安部　　 始（昭27 ）

佐野　宣以 （昭28 ）

武 内　謙 之（昭29 ）

諸平　秀樹（昭30 ）

太田　道夫（昭31 ）

角田　広徳（昭31 ）

深沢　公子（昭32 ）

小林　一仁（昭32 ）

望月　庄治（昭33 ）

植原　宣紘（昭34 ）

雨宮　　 秀（昭34 ）

荻野　耕平（昭35 ）

宮原　稔育（昭36 ）

新海　治夫 （昭37 ）

村田　昭彦 （昭37 ）

川手　正紀（昭38 ）

三洋　恒徳（昭39 ）

高山　晏夫（昭40 ）

杉原　初男（昭40 ）

清水　俊夫 （昭41 ）

茂手木　寛 （昭42 ）

沢登　孝明 （昭43 ）

谷戸　昭夫 （昭43 ）

埴原　一也 （昭44 ）

山 本　仁一（昭44 ）

磯 部　直幸（昭45 ）

斉藤　　 隆（昭46 ）

都築　敏雄（昭46 ）

田湛　俊彦（昭50 ）

奥山　賢一（昭51 ）

野中　敏光（昭52 ）

仲田　道弘（昭53 ）

望月　正紀（昭54 ）

石原　秀一（昭55 ）

松本　太郎 （昭55 ）

中渾　信 二（昭56 ）

千 野　英 治（昭59 ）

中 村　　 哲（昭60 ）

宮川　 正孝（昭60 ）

鈴木　 浩文（昭61 ）

大久保 雅司 （昭62 ）

入倉　　 修（昭62 ）

宮川　勇 徳（昭62 ）

倉渾　公弘（昭63 ）

小 林　康洋（平 元 ）

高 野芳 太朗（平 ２）

清水　俊士（平 ３ ）

上松　裕之 （平 ３ ）

小尾　直人（平 ４）

望月　 直樹（平 ５）

大木　伸治（平 ６）

平井　 克治（平 ７）

深潭　太郎（平 ８）

小沢　大輔（平 ９）

中込　直也（平10 ）

長田　裕明（平11 ）

樋川　義樹（平12 ）

古潭　　 領（平13 ）

深沢　佑貴（平14 ）

皆川　宏平（平15 ）

網倉　 健太（平16 ）

鈴木　　 肇（平17 ）

牛山　洋平（平18 ）

武内　太郎（平19 ）

山口　 康介（平20 ）

細野　貴寛（平21 ）

田中　崇大（平22 ）

清水　涼平 （平23 ）

長 田　静香（平24 ）

河西　安奈（平25 ）

後町安里紗（平26 ）

宮 本　　 聖（平27 ）

平林　　 諒（平28 ）



卜 ･

協賛募金目標額

事業内容

１．

≠司 巾j す卵 形ﾔ14り り参ｿ

教育・学習活動助成：日新基金奨学金基金補充・強化

「日新基金」は創立130 周年記念事業として創設された

母校の教育・研究活動を奨励する事業で、事業経費とし

て年間100 万円を上限に支援する基金です。

【事例】国際交流、

出前講義、

２。公用車更新

海外・国内研修、ボランティア、

先輩（企業・大学）訪問等

マイクロバス、ワゴン車

３。記念式典・記念誌発行・生徒への記念品

４。母校・同窓会情報広報の現代化

HP 関係、PR動画

強行遠足資料の統括・デジタル化等

５。学校設備整備 校旗更新

特別教室エアコン設置

植栽整備・校内環境整備等

4,000 万 円

予 算 額

1,500万円

1,600万円

200 万円

400 万円

300 万円

＊予算額は変動があることをご了承下さい。

募 金 方 法

①募金期間:2020 年９月30 日まで

② 募金金額：１口5,000 円として１口以 上

010 口以上募金していただいた会員には、「甲府一高資料館」にお名前を掲載させていた

だきます。

③振込方法：同封の振込用紙（山梨中央銀行・ゆうちよ銀行）からお振り込みをお願いい

たします。

○ 振込手数料は、受取人負担です。

④決算報告：募金金額の明細、事業に関わる決算は「創立140 周年記念事業報告書」に

掲載し、ご厚志は有効に使わせていただきます。



協賛募金のお振り込みについて
（事務作業上、極力同封の振込用紙をご利用下さい。）

金融機関 � 用　　紙 � 依　頼　人　欄 ���振込手数料

山梨中央銀行 �
同封の山梨中央銀行

「武田通支店」を振

込先とする用紙をお

使い下さい。 �

卒業年を振込通知書の備考欄に必ずご記入下

さい。　(

記入例)) ���

受　取　人

負担

��昭和50年3月卒業⇒ �昭和 �・平成　50年

�ATMでお振込の場

合は、同封の振込用

紙は使えません。 �ATM

でお振込の場合、氏名の前に必ず卒業年

をご入力下さい。　(

例)) 昭和50 年3月卒業 ⇒　　　　　　S 50

゛/ツ　イチコウタロウ ���

振　込　人

負担

ゆうちよ銀行 �ATM

の場合も、同

封の用紙をお使い下

さい。 �

振込取扱票に、金額のみご記入下さい。 ���
受　取　人

負担

�同封の振込用紙を使

わない場合 �

振込取扱票の通信欄に必ず卒業年をご記入下

さい。　(

記入例))　

昭和50年3月卒業 ⇒　昭和50年3月 ���

振　込　人

負担

領収書 �

＊振込用紙の「振込受領書」及び「140 周年記念事業報告書」をもって、領収書

にかえさせていただきます。

＊別途領収書を必要な方は、事務局にお申し出下さい。

【振込先口座番号】

山梨中央銀行: 名　称

振込店

種　目

番　号

ゆうちよ銀行：名　称

振込店

種　目

番　号

(山梨県立甲府中学校・甲府第一高等学校

創立140 周年記念事業協賛会)

(武田通支店)

(普通)

(1358068)

(甲府一高周年記念事業協賛会)(

甲府朝日三) ○二九店

(当座)

(0106052)
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